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 鶏大腸菌症は呼吸器障害や免疫力低下により

誘発される疾病で 1）、わが国のブロイラー産業

に甚大な経済被害を及ぼしている。当所管内で

は多様な抗原性の鶏伝染性気管支炎ウイルス

（IBV）や抗原変異型伝染性ファブリキウス嚢病

ウイルス（vIBDV）が主要な誘発因子となってい

る（図－１）。今回、ブロイラー密集地域で鶏

大腸菌症が多発したため、誘発要因を分析し、

対策法を検討した。 

 

 

１ 発生概要 

 600m圏内にブロイラーを飼養する経営体６戸

11 農場が立地する A地区で、令和３年５月、５

戸（a～f 農場）の多くの農場で呼吸器症状を伴

う死亡羽数が増加する事例が発生した。経過は

いずれの農場においても概ね同様であり、14 日

齢頃から複数鶏舎で強い呼吸器症状がみられ、

30 日齢頃から死亡が増加した。その間複数回、

有効薬剤が投与されたが、出荷まで状況は改善

せず、死亡が継続した。 

本発生のあった１回転における事故率は経営

体によって 5.7～20.2%に上った。５戸の死亡羽数

の合計は 43,386 羽であり、死亡による損失は

2,169万円と試算された。さらに、食鳥廃棄等に

よる損失も加わり、甚大な経済的被害となった。

（図－２）。

 

 

２ 病性鑑定と対策 

b および f 農場については、既に管理獣医師に

より鶏大腸菌症と診断され、対応が行なわれて

いたため、残る a、dおよび eの３戸の農場につ

いて病性鑑定を行った。各種検査の結果、死亡

の主因はすべて鶏大腸菌症であり、いずれの症

例でも IBVと IBDVが検出された。この検出され

た IBVは遺伝子型別検査の結果すべて JP-III型で

あり、IBDVはすべて vIBDV と判定された。以上

の成績から、A 地区の複数農場で発生した鶏大

腸菌症は、IBV による呼吸器障害と、IBDV によ

る免疫抑制に誘発されたものと考えられた。ま

た、これらの伝播力の強いウイルスが農場や鶏

舎を跨いで伝播したことで複数農場での被害と

なり、鶏大腸菌症の発症率が高くなり、投薬効

果が減弱したと推察された。 

対策として、まず、農場からの病原体の排除



 

のために、各農場をオールアウトした後、鶏舎

内の鶏糞、敷料をすべて搬出し、塩素系もしく

はアルデヒド系消毒薬を用いて、鶏舎を徹底的

に洗浄、消毒した。次に、農場への病原体の持

ち込み防止および農場間伝播防止のため、共同

堆肥処理施設および農場出入り時における塩素

系もしくはアルデヒド系消毒薬を用いた車両消

毒を行い、農場出入り時の長靴交換および手指

消毒を徹底した。最後に導入鶏群に免疫を賦与

するため、分離された IBV と同じ JP-Ⅲ型の IB

ワクチンの初生接種と IBD 弱毒ワクチンの２回

接種を実施した。 

しかし、発生の次回導入群や、対策を行った

令和３年８月以降の導入群でも事故が多発した

（図－３）。このうち、９月に a 農場、11 月に

b 農場で病性鑑定を実施したところ、４月と同様

に IBVや IBDVに誘発された鶏大腸菌症と診断さ

れた。また、シーケンス解析の結果、９月や 11

月に検出された IBVや IBDV は、４月の分離株と

同一株と考えられ、地域的な常在化が示唆され

た。 

 

ワクチンの使用状況と検出されたウイルスは

表－１のとおりで、ワクチン変更後も IBV と

IBDV を防御できなかった。 

 

 

３ 継続発生の原因究明と追加対策の実施 

対策実施にもかかわらず同様の被害が発生す

る原因を調べるため、発生要因の分析と追加対

策の検討を行った。 

（１）IBV 対策の検討 

同じ遺伝子型の IBワクチンの使用にも関わら

ず IBを防御できなかった原因究明のため、IBV

の抗原性に関わる、S１領域のアミノ酸解析を行

った。解析したアミノ酸の一致率は表－２のと

おりで、A 地区分離株同士は非常に一致率が高

く、管内の他地区で分離された IBVとも 93～99%

の一致率を示し、抗原性が近いことが示唆され

た。一方、使用された JP-Ⅲ型のワクチン株とは

一致率は 90%程度と低く、やや抗原性が異なる可

能性が考えられた。 

 

この他地区で分離された JP-III 型の一野外株

については、令和３年度に各種市販ワクチンの

有効性が確認されており、いずれの遺伝子型の

ワクチンでも単回接種では効果が期待できない



 

ことが示唆されている４）。このことから、これ

と近縁な A地区分離株についても、ワクチン効

果が低い可能性が考えられた。 

以上の結果を踏まえて、IB ワクチンの再検討

を行った。課題は、地域に浸潤するウイルスが

単味の IBワクチンで防御困難と考えられるこ

と、複数回のワクチン接種を行えば幅広い交差

免疫を誘導できるが、発症が 14日齢と早いため、

ワクチンを複数回接種する猶予がないことであ

った。この解決策として、幅広い交差免疫が得

られ、14日齢で強い細胞性免疫を誘導できると

報告されている IBワクチン２種類（Ma５株、４

/91 株）の初生接種 2、3）を行うこととした。 

（２）vIBDV 対策の検討 

 課題は、地域が汚染されており、農場個々に

オールアウトしても、近隣農場からのウイルス

再侵入を防ぐのが困難であることに加え、弱毒

ワクチンの２回接種でも vIBDV を防御できない

ことであった。 

IBDV を抑えないと、IB ワクチンもブレークす

る恐れがあり、vIBDV の防御は A 地区の被害を

抑えるために必須と考えられたが、農場個々の

対策では地域的に常在化した vIBDV の感染を防

ぐのは困難と考えられた。そこで、対策として A

地区の全農場を同時期にオールアウトし、地域

全体を清浄化することを目指した。このために、

A 地区の生産者、各インテグレーション、管理

獣医師を集めて、地域協議会を開催した。その

中で、各生産者の被害状況を共有し、地域的な

オールアウトの必要性について説明を行い、実

施について全関係者の合意が得られた。 

次に、IBDワクチンの再検討を行った。課題は、

常在化した vIBDV に対して、弱毒ワクチンで被

害を防ぐのが困難であること、中等毒ワクチン

なら高い効果が期待できるものの、リアクショ

ンによる免疫抑制が起こりうるため、生産成績

の低下が懸念されることであった。 

この解決策として、卵内もしくは初生単回接

種で vIBDV を防御可能であり、IBD ワクチン特

有のリアクションがない、IBDV 遺伝子組み込み

マレック病ワクチン（以下 HVT-IBDV ワクチン）

が最近承認されており、これを令和３年 12月に、

a 農場で試験的に使用した。なお、この試験鶏群

では、ワクチン接種後の IBDV 抗体検査を実施

し、移行抗体消失時期（４週齢前後）に抗体が

誘導されていることを確認した。 

 

４ 対策効果 

 それぞれの対策の実施状況を表－３に示す。

令和４年１月時点で IBワクチンの初生接種およ

び地域的オールアウトが各４戸で実施され、地

域的オールアウトの調整がつかなかった１戸（a

農場）では HVT-IBDV ワクチンが使用された。 

 

 この追加対策実施後、５戸の令和３年 12月～

翌年１月入雛群では、全農場で鶏大腸菌症の発

生が認められなくなり、事故率も 1.9～3.7%と低

く、非常に良好な成績となった（図－４）。そ

して、A 地区の６農場における死亡による経済

損失を、当初発生の認められた令和３年４～５

月の導入鶏群と比較すると、1 回転あたり約

1,652 万円の損耗防止効果があったと試算され

た。 

 



 

５ まとめ 

 今回、ブロイラー農場の密集する A 地区で同

時多発的に事故が発生し、IBV および IBDVに誘

発された鶏大腸菌症と診断された。当初、個々

の農場でワクチネーションを変更し、衛生管理

対策を実施するも、続発を防げなかったが、こ

の原因は IBVと IBDV の地域的な常在化と、浸潤

する株に対して、通常のワクチネーションでは

十分な効果が得られなかったためと分析され

た。そこで、IBVと IBDVのワクチネーションを

再検討し、地域一体となってオールアウト等の

追加対策を行った結果、A 地区のすべての農場

で鶏大腸菌症の発生防止に成功した。 

本対策は幅広い抗原性の IBV やワクチン効果

の低い vIBDV にも対応可能であり、今後、県内

の鶏大腸菌症の被害を大幅に低減させ、非常に

大きな経済効果が得られることが期待される。 

ただし、IB ワクチンについては適応外使用と

なるため、使用にあたっては管理獣医師の判断

が必要となる点については注意が必要である。 
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